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酸素欠乏症等災害発生状況等の分析について

酸素欠乏症又は硫化水素中毒 (以下 ｢酸素欠乏症等｣という｡)の災害発生状況について分析し

た結果を別添 1に､また､平成17年に発生した酸素欠乏症等の発生事例を別添2に､それぞれ

取りまとめたので､業務の参考にするとともに､引き続き関係事業者に対して､酸素欠乏症等の

防止対策の徹底を図るよう指導されたい｡

















7 まとめ

酸素欠乏症等は致死率が高く非常に危険であるが､酸素濃度等の測定､十分な換気の実施､空気呼

吸器等の使用等の措置を適正に実施すれば発生を防ぐことができるものであるO

これらの措置を実施するためには､酸素欠乏危険場所の事前確認が重要であり､マンホール､ピッ

ト､タンク等の内部が酸素欠乏危険場所に該当するか､作業中に酸素欠乏空気及び硫化水素の発生･

漏洩 ･流入等のおそれはないかを事前確認し､法令に定める措置を実施するために必要な機材をあら

かじめ調えるよう､事業主に対して指導する必要があるO

また､災害発生状況に鑑みて､事業者に対して下記事項を特に指導する必要があるD

(1)法令で定める資格を有する者の中から作業主任者を選任し､その者に酸素濃度等の測定､空

気呼吸器等の使用状況の監視等の職務を行わせるとともに､作業者に対して法令で定める教

育を確実に行っておくことD

(2)測定者の安全を確保するための措置を講じたうえで､酸素濃度､硫化水素濃度の測定を実施

することO

(3)作業を行う場所の空気中の酸素濃度を18%以上､硫化水素濃度を10ppm以下に保つよう継

続的な換気を実施すること,酸素欠乏空気､硫化水素の漏洩 ･流入がないようにすることD

(4)換気できないとき又は換気しても酸素濃度が 18%以上､硫化水素濃度が 10ppm以下にでき

ないときは､空気呼吸器等を着用させること｡空気呼吸器等は､同時に作業する作業者の人数

と同数以上を備えておくこと｡

(5)万一､酸素欠乏災害が発生した場合は､二次災害を防止するため､救出に向かわせる者に必

ず空気呼吸器等を着用させること｡また､当該空気呼吸器等のほか､はしご､繊維ロープ等の

避難用具をあらかじめ準備しておくことO
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